
【目標】

1 全国学力学習状況調査において、全ての教科で全国平均を超える（平成２７年度　未達成のために再設定する）。

2 大分県学力定着状況調査において全ての教科で偏差値５０を超える（平成２７年度　未達成のために再設定する）。
3 臼杵市基礎・基本調査において、全ての教科で期待正答率を超える（平成２７年度　未達成のために再設定する）。
4 全ての学校において、各学校ごとの目標達成に向けて組織的に授業改善に取組む。

①　授業改善に関する行動計画
ア　学校全体で取り組む授業改善に向けて

（管理職による授業改善の推進は必須、小学校における教科担任制の推進を含む）

・授業改善の５点セットに基づいた各校独自の授業スタイルを確立し、管理職がPDCAサイクルを管理する。

イ　習熟の程度に応じた指導の充実に向けて（補充指導の充実を含む）
・習熟度別指導推進教員２名で中学校数学・中学校英語の基礎的・基本的な学力の定着を推進していく。

・習熟度別指導推進教員は、県教育委員会の指導・助言のもと年３回の授業公開の中で、新大分スタンダードを具現化していく。

・放課後や集会の時間などを有効に活用した補充指導を好事例として紹介し、各学校での実践につなげていく。

ウ　司書教諭等を核とした学校図書館を活用した指導体制の確立に向けて

エ　市町村の教科部会を活用した授業改善に向けて（特に中学校）

②　学びに向かう学校づくりに関する行動計画学びに向かう学校づくりに関する行動計画（幼保小の連携・小中連携を含む）

［中学校における生徒の学びに向かう意識を高める取組］
・生徒の確実な学力定着に向けた取組を全学年で行う。
・生徒の現状を的確に把握し、学力向上に向けた実効性のある取組を実践する。
・学習上の成果が目標に達しない生徒に対して、きめ細やかな指導を施し学びへの意識を持たせる。

③　保護者・地域と連携した学力向上の取組に関する行動計画保護者・地域と連携した学力向上の取組に関する行動計画
ア　放課後や土曜日の教育環境の充実
　　　・うすき土曜ふれあい学校を年６回実施し、地域との協働を充実させていく（１００００人の活動参加を目指す）。

　　　・小中一体教育で作成した学習の手引きを全５ブロックごとに作成し、保護者にもその有効性を適宜、伝えていく。

・「協育コーディネーター」と「臼杵まなびりすと」を積極的に活用するとともに、各地域振興協議会との連携を図ることで、 
地域の支援者の協力をより多く得る。

　　　・放課後子ども教室を開設（全１３校）し、小学校低学年の基礎的・基本的な学習内容の定着を図る。

・土曜教室および、夏休み、冬休みのチャレンジ教室を開設し、中３を対象に補完的な学習を行い、学力保障、学力向上の
一助とする。

○全員授業改善学習会の実施　
・小、中学校ごと　来年度の調査結果を受けての成果と課題の把握
・国立教育政策研究所　調査官の講演（国、数、英）

○「授業力ステップアップ事業～授業の達人に学ぶ～」　の開催　　　
・優れた授業実践家から授業力向上のためのノウハウを学ぶ。　
・筑波大学附属小学校より講師を派遣（国語①、算数①）し、飛込みの授業公開と授業改善学習会を実施する。

１．児童・生徒の学力に関する目標①
全国調査において、学力調査における活用問題
平均正答率が全国平均正答率を上回る学校　１００％（全１９校）
指標１　　大分県学力定着状況調査（４月実施）において全ての教科で偏
差値５０を超える　学校　１００％（全１９校）
指標２　　臼杵市基礎・基本テスト（３学期実施）において、全ての教科で
期待正答率を超える　学校　１００％（全１９校）

２．児童・生徒の学力に関する目標②
下位層の児童生徒の割合
小学校　６％　　中学校８％
（大分県学力定着状況調査の偏差値で測定する）

指標１　学力向上支援教員等の授業公開参加率１００％
指標２　授業改善の５点セットに基づいた各校独自の授業スタイルの確立およびし管
理職，ミドルリーダーがPDCAサイクルを実行する。　全１９校
指標３　若年層（教職経験１０年未満）を対象とした授業実践学習会への対象者参加
率　　１００％

指標１　　臼杵市基礎・基本テスト（１月実施）において全国正答率　と比較し、１０％
以上正答率が下回った小問については、小問ごとに改善方法を具体的に記載した
「改善計画書」「改善報告書」の提出　全１９校（１００％）
指標２　　過去の全国調査、県調査、フォローアップシートの問題を活用した授業の
実施　全１９校（１００％）

・各ブロックの家庭学習の手引きは，ホームページや市報等を活用しながら周知し、地域の支援者の理解、協力につなげていく。

（１）組織的授業改善～国語・数学・英語を中心にＰＤＣＡサイクルづくり
①優れた授業を積極的に視察（市内外問わず）を行う。視察で学んだことをもとに、授業改善に向けた目標設定シートを作成し、実践する。
（２）各教科部会の指導案審議（教材および指導案検討会）授業研究等に市教委指導主事が出向き指導・助言を行う。

＜管理職による授業観察、指導の徹底＞
＜新大分スタンダードの日常化＞
◎「学力向上に向けた取組状況」（１月２２日実施）を活用した振り返りを実施
指標１　「授業改善シート」を活用した管理職の授業観察⇒毎日実施
指標２　　「新大分スタンダード」の取組の定着…９観点の自己評価（振り返
り）
◎全教職員対象に振り返りを実施（１学期末、２学期末に実施）

［臼杵市学校図書館活用教育推進キャンペーン（１０～１１月）］の継続
①学校図書館を活用した授業実践（昨年度のべ時間数：小６７４時間、中１０３時間）
②学校図書館専門員（図書司書）との連携強化し、日常的に図書館活用を行うことで、子どもたちが本や図書館に慣れ親しむ環境づくりに
努める。
③第二次臼杵市子ども読書活動推進計画～うすき読書のまちづくりプラン～の策定、および実施。他機関との連携

行動計画

臼杵市教育委員会アクションプラン

《小中一体教育における中１ギャップの解消に向けた取組》
小中一体教育を活用しながら、積極的に中学校の教職員が小学校の授業観察に出向き、子どもの実態を捉える。その中で、中学校の教職員は、自分の
担当教科の子どもの定着状況を“授業での子どもの様子”、“各種学力調査結果”をもとにしながら把握する。定着の状況（度合い）によっては、小-中で情
報交換会を開き、意見交流や助言を行う。

・「３・９チェックシート」を活用した互見授業、授業研究の推進、管理職による授業観察を毎日実施する。また、授業後の指導、助言を行うことで、日
ごろから新大分スタンダードを意識した授業実践を積み重ねていく。

・「授業力向上プロジェクト２０１６」の中の「授業改善に向けた目標設定シート」に基づく、授業実践への指導・助言を行う。また積極的に、市教委指導主
事、指導教諭、学力向上支援教員の要請訪問を行い協議を活性化する。

・幼保小連携協議会の活性化（臼杵市教育研究協議会幼小連携部会との連動を目指す）
・小中一体教育の構築（Ｈ２７）⇒深化（Ｈ２８　小⇔小の連携の深化。小⇔中の連携の発展）

達成指標 取組指標

目標及び指標

３．学校等が抱える組織的・構造的課題に関する目標①
各学校の目標達成に向けて組織的に授業改善に取組んだ学校１００％
（全２０校）
指標１　「授業改善シート」を活用した管理職の授業観察　ほぼ毎日
１００％
指標２　　「新大分スタンダード」の取組…９観点
◎全教職員対象に実施
１学期末　８５％　　２学期末１００％



　

　

　


